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弾塑性単純曲げ 
①はりが長さ方向に一定の曲げモーメントを受け，横断面に垂直な応力の総和がゼロ 
②断面は曲げられたのちも平面を保ち，曲がった後も縦軸線に垂直である 
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上下対称の場合 
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中立軸は
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長方形断面 
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（回転軸に対して，時計回りのモーメントの符号は正） 



円形断面 
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集中荷重を受ける単純ばり 

構造物の設計： 
①弾性設計 
②塑性設計 
 （極限設計） 
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塑性関節（ヒンジ） 

手法（Ｂ）：仮想仕事の原理（動力学的方法） 

手法（Ａ）：つり合い方程式（静力学的方法） 

曲げ仕事＝荷重・変位仕事 

断面の曲げモーメント 

曲げモーメント図 

崩壊機構（幾何学関係） 

構造物の塑性崩壊荷重を求める方法 
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微小変形による幾何学的関係 
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等分布荷重を受ける両端固定ばり 
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両端中央点

静力学的方法の解＝動力学的方法の解 
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水平方向の集中荷重を受ける骨組 
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部材ＡＢ，ＢＣ，ＣＤは円形断面を考え、
崩壊加重 P を求めよ。ただし、各部材
の降伏応力をYとする 
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図4のように，幅 w ,長さ h ,厚さ t の角パイプ長方形の断面をもった，全体の長さ 
4l の不静定はりがC点に集中荷重 P を受けている。はりを構成する材料の降伏
応力は Y である。以下の設問に答えよ。 
 
１）はりの断面は全域塑性状態になったときに，抵抗できる曲げモーメントを求め
よ。 
 
２）塑性関節になる構造に，仮想仕事の原理を用いて，崩壊荷重 P を求めよ。 
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宿題（2013年試験問題） 
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